
 

 

 

 

【関係法令】 ○稲城市公共施設駐車場の管理等に関する条例 

○稲城市公共施設駐車場の管理等に関する条例施行規則 

 

■有料化の経緯 

平成 23年 6月に「駐車場有料化の考え方」により、公園や市役所駐車場等の有料化の方針が策定

され、この方針に沿って公園の駐車場などを平成 24年度から順次有料化している。 

市役所駐車場については、第一駐車場の改修工事が完了（平成 29年度整備）し、第二・第三駐車

場も施設整備（令和 2年度整備）の目途が立ってきたことから、有料化に向け令和元年第４回定例

会で条例提案し、可決され、令和 2年度内に有料化することとなった。その後、令和 3年 3月 28日

（日曜日）から有料化を行った。 

 

■有料化の目的 

１ 不適切な利用を防止することができる。 

２ 駐車場の空車・満車の自動表示が可能となり利用しやすくなる。 

３ 不要・不急の駐車場利用が抑制され、混雑の緩和が期待される。 

４ 駐車場を利用する受益者への利用料の負担をお願いするものである。 

５ 閉庁日や夜間などを中心に一般利用が可能となる。 

 

■駐車場一覧 

駐車場の名称 利用時間 機器の種類 収容台数（合計 99台） 

第一駐車場 24時間 ゲート式 
36台〔一般用 32台、身障者用 2台、 

思いやり駐車区画 2台〕 

第二駐車場 24時間 フラップ式 
25台〔一般用 23台、身障者用 1台、 

思いやり駐車区画 1台〕 

第三駐車場 24時間 ゲート式 
38台〔一般用 36台、身障者用 1台、 

思いやり駐車区画 1台〕 

※24時間出入庫可能 

※メンテナンス・イベント等により、臨時に休止や利用時間等を変更することがあります。 
 

■駐車できる自動車 

普通自動車（長さ 5メートル以下、幅 2メートル以下、高さ 2.1メートル以下） 

 

■駐車料金 

◇1時間未満の場合 無料   ◇1時間以上 2時間以内の場合 200円 

◇2時間を超える場合 200円に 1時間までごとに 100円を加算した額 

◇24時間当たりの最大料金 1,200円  

※24時間を超える場合 1,200円に 1時間までごとに 100円を加算した額 

 

【駐車料金を免除（無料）となる場合】 

・緊急自動車、国又は他自治体が公務で利用 

・障害者（身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳のある方） 

※付き添いの方が運転する場合も対象 

 

 

市役所駐車場の駐車料金の減免について 

 

■障害者の減免の受け方 

「駐車券サービス窓口」で事前に手続きを行うか、又は出口精算機の横に

あるインターホンで連絡をとり、駐車料金の免除を受けてください。 
インターホン 

１ 

資料２ 



 

 

ご利用時間が 1時間以上となった場合の減免制度 

市役所駐車場は、１時間未満のご利用は無料ですが、１時間以上となった場合、ご利用内容により、

駐車料金の減免が受けられます。なお、減免を受ける場合は、「駐車券サービス窓口」にお越しください。 

 

■「駐車券サービス窓口」の設置場所 （合計６箇所） 

◇市役所：総合案内窓口、財産管理課 ※夜間・休日〔休日開庁日を含む〕は当直員室 

◇中央文化センター：受付窓口  ◇地域振興プラザ：受付窓口  ◇消防署：消防総務課 

※第二駐車場をご利用し減免を受ける場合は、精算機で駐車券の発券が必要です。 

 

 

 

■減免制度（料金表参照） 

 

（１）公的な業務や手続き等での利用者に対する駐車料金の免除 

〔対象者〕 

市役所・消防署・中央文化センター・地域振興プラザの利用者 

〔減免内容〕 

施設利用時間内の駐車料金を免除（無料）とする。 

〔減免条件〕 

① 市の手続きや相談などで 1時間以上となった場合 

② 市が主催又は事務局となる各種会議（議会・審議会・協議会・役員会など）の出席者 

③ 市が主催又は事務局となる各種事業（研修・講習・催事など）の講師・スタッフ・ 

招待者（主賓・来賓など） 

④ 市に準ずる団体・市と共催する団体・市が連携する団体の総会・理事会などの出席者、 

イベント等の講師・スタッフ・招待者（主賓・来賓など） 

⑤ 市に集荷・納品で訪れた事業者、市が業務を委託する事業者など 

〔減免の手続き方法〕 

① 窓口利用等が１時間を超えた場合は、各窓口（担当課）に申し出てください。 

② 各窓口（担当課）で利用時間内の駐車料金が無料となる「駐車サービス券」をお渡しします。 

③ その「駐車サービス券」を持って、「駐車券サービス窓口」にお越しください。 

④ 駐車券サービス窓口の職員が、市役所駐車場の駐車券を認証機により利用時間内の駐車料金を

無料とする処理を行いますので、無料処理後の駐車券を精算機でご使用ください。 

※15分以内に出庫してください。 

 

（２）市役所及び周辺公共施設利用者に対する駐車料金の減額  

〔対象者〕 

市役所・消防署・中央文化センター・地域振興プラザの各施設を利用した方 

〔減免内容〕 

駐車料金を 1時間以上 4時間以内は 200円とする。※1時間未満は無料 

〔減免の手続き方法〕 

①「駐車券サービス窓口」へ行き、各施設を利用した旨を申し出てください。 

② 駐車券サービス窓口の職員が、認証機により駐車券の減額処理を行います。 

 

 
２ 



 

 

（３）市役所及び中央文化センター内飲食店利用者に対する駐車料金の減額 
〔対象者〕 

市庁舎地下「市民食堂 梨の木」、中央文化センター「喫茶ぽらーの」を利用された方 

〔減免内容〕 

2時間以内を無料とする。（1時間無料券を発行） 

〔減免の手続き方法〕 

① 飲食店を利用された方には、1時間無料券を発行します。 

② 駐車場から出庫の際に、出口精算機に、駐車券を挿入後、1時間無料券を挿入してください。 

 

（４）子育て世帯に対する駐車料金の減額 

子育て支援課で配布している、市立公園駐車場用の 1時間無料券は、市役所駐車場用の 1時間無料

券としてご利用できます。ご利用方法等については、下記のとおりです。 

※市立公園駐車場の 1時間無料券は、市役所駐車場の精算機ではご利用できませんので、必ず、 

「駐車券サービス窓口」にお越しください。 

〔対象者〕 

子育て支援課で配布している、市立公園駐車場用の 1時間無料券を持っている方 

※この無料券は、稲城市の住民基本台帳に登録されている就学前児童を養育する保護者を代表する

方に申請方式で発行しています。 

〔減免内容〕 

2時間以内を無料とする。（1時間無料券を発行） 

〔減免の手続き方法〕 

① 市役所駐車場の駐車券と市立公園駐車場用の 1 時間無料券を「駐車券サービス窓口」に提出し

てください。※提出された 1時間無料券は返却いたしません。 

② 駐車券サービス窓口の職員が、市役所駐車場の駐車券を認証機により減額処理を行いますので、

減免処理後の駐車券を精算機でご使用ください。 

 

（５）体育協会、芸術文化団体連合会、社会教育団体に対する駐車料金の免除 

〔対象者〕 

体育協会、芸術文化団体連合会、社会教育団体（公民館登録団体 Ａ団体）が 

中央文化センター・地域振興プラザの施設を利用した場合 

〔減免内容〕 

運搬車両・講師車両のため 2台を上限として、施設利用時間内の免除（無料） 

〔減免の手続き方法〕 

 ① 各施設を使用後（鍵の返却時）に提出する報告書で、駐車料金の免除申請をしていただきます。

※報告書に駐車料金の免除申請欄を新たに設けます。 

② 駐車券サービス窓口の職員が、報告書を確認し、認証機により無料処理を行います。 

※15分以内に出庫してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ゲート式 フラップ式 
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■市役所駐車場料金表 

利用時間 正規料金 
減免料金（減免後に実際に支払う料金） 

（１）（５） （２） （３）（４） 

1時間未満 無料 

施設利用 

時間内 

免除（無料） 

無料 無料 

2時間以内 200円 

200円 

無料 

3時間以内 300円 100円 

4時間以内 400円 200円 

5時間以内 500円 300円 

6時間以内 600円 400円 

7時間以内 700円 500円 

8時間以内 800円 600円 

9時間以内 900円 700円 

10時間以内 1,000円 800円 

11時間以内 1,100円 900円 

1２時間以内 

1,200円 

1,000円 

1３時間以内 1,100円 

1３時間以上 

24時間以内 
1,200円 

※（５）の施設利用時間内免除（無料）は、2台を上限とする。 

※ 24時間を超えた場合、1,200円に 1時間までごとに 100円を加算した額となります。 

※各減免規定の併用はできませんので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■問い合わせ 総務部 財産管理課 施設係 

042-378-2111（内線 565） 

４ 

３ 


